
令和3（2021）年度 九州情報大学所属研究者による研究業績  

� （掲載は五十音順、令和3年3月から令和4年2月までの間の業績）

麻生　隆史　学長 
○寄稿

・	「コロナ禍における短期大学教育のあり方」『短期大学教育』第 77 号、日本私立

短期大学協会、2021 年 10 月 20 日。

○講演・発表等

・	「一般財団法人大学・短期大学基準協会の認証評価について」九州情報大学 SD 研

修会、2021 年 6 月 24 日。

・	「基準別評価の考え方について」令和 3 年度短期大学認証評価 評価員研修会、一

般財団法人大学・短期大学基準協会、2021 年 7 月 8 日。

・	「大学・短期大学基準協会が実施する大学認証評価について」大学認証評価説明会、

一般財団法人大学・短期大学基準協会、2021 年 8 月 24 日。

・	「自己点検・評価報告書の作成等の留意点について」令和 4 年度短期大学認証評価

ALO 対象説明会、一般財団法人大学・短期大学基準協会、2021 年 8 月 27 日。

・	「中教審の動向」九州地区私立短期大学協会、令和 3 年度研修会、2021 年 9 月 7 日。

荒平　高章　講師
〇著書

・	鈴木和也、荒平高章『リメディアル教育のための情報リテラシー』八千代出版、

2021 年。

〇原著論文：査読あり

・	T. Arahira, M. Todo, A. Myoui,“Fracture analysis of porous bioceramics by finite 

element method”, ICIC Express Letters Part B: Applications, Vol.12(7), 2021.

〇国際会議論文：査読あり

・	K. Shimada, T. Arahira, S. Matsuno,“Evolutionary Method to Discover Itemsets 

with Statistically Distinctive Backgrounds”, Artificial Intelligence & Knowledge 
Engineering (AIKE) ,2021.

・	K. Shimada, T. Arahira, S. Matsuno, “Evolutionary Method for Two-dimensional 

Associative Local Distribution Rule Mining”, 2021 IEEE 33rd International 
Conference on Tools with Artificial Intelligence (ICTAI) .

〇国内会議論文：査読あり

・	西上航平、荒平高章「脳機能活性化のための簡易ゲームの試作と評価」『2021 年

夏季研究発表大会予稿集』日本デジタルゲーム学会、全 4 頁、2021 年。
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・	佐々木郁哉、嶋田香、荒平高章「散布図内の小領域を特徴づける属性組み合わせ

発見手法の提案」『情報処理学会研究報告』一般社団法人 情報処理学会 九州支部、

A7-2、pp.1-4、2021 年。

〇学会発表：海外

・	M. Hashiguchi, T. Arahira, “Development and characterization of collagen/

rhenanite composite scaffold for bone tissue engineering”, The 11th Asian-Pacific 

Conference on Biomechanics, December 2-5, 2021, Kyoto, Japan.

・	K. Takimoto, T. Arahira, “Fabrication and characterization of 3D laminated gel 

beads scaffold for bone tissue engineering”, ISSCR International Symposia virtual, 

October 27-29, 2021.

〇学会発表：国内

・	荒平高章、三枝明日葉、東藤貢「三次元リン酸カルシウムビーズ積層型足場材の

作製と評価」第４８回日本臨床バイオメカニクス学会、宮崎、2021 年 11 月 5-6 日。

・	荒平高章、山下航平「老若男女に適用可能なヒーリング音楽の可能性に関する検討」

第 9 回看護理工学会学術集会、オンライン開催、2021 年 10 月 22-23 日。

・	瀧本くるみ、東藤貢、荒平高章「骨再生のための三次元ゲルビーズ積層構造体の

作製」第 33 回バイオエンジニアリング講演会、オンライン開催、2021 年 6 月

25-26 日。

・	荒平高章、橋口真子「骨再生用新規リン酸カルシウム系足場材の作製と評価」第

33 回バイオエンジニアリング講演会、オンライン開催、2021 年 6 月 25-26 日。

〇招待講演

・	荒平高章、橋爪善光「九州情報大学におけるデータサイエンス教育実践」令和 3

年度第 2 回 数理・DS コンソーシアム九州ブロック会議、2021 年 12 月 10 日。

〇学会活動

・	日本機械学会バイオエンジニアリング部門次世代委員会委員、2021 年 4 月。

・	日本機械学会第３４回バイオエンジニアリング講演会実行委員会委員、2021 年 6

月。
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小川　雄平　教授
〇学会予定討論

・	朱永浩「中国山東半島における港湾統合の進展と課題」へのコメント、北東アジ

ア学会第 27回学術研究大会、新潟市NICO プラザ会議室、2021 年 9月 26日。

〇講演（オンライン）

・	「東北アジアの地域経済協力」中国吉林大学東北アジア研究院、2021年 11月 23日。

春日　克則　教授
〇学会発表

・	「非営利法人の課税所得の選択基準について－対価概念に基づいた収益事業課税へ

の批判を中心として－」九州会計研究会第 216 回定例、2021 年 11 月。

・	「非営利法人の課税所得の選択基準について－対価概念に基づいた収益事業課税へ

の批判を中心として－」税務会計研究学会第 33 回大会自由論題報告、2021 年

11 月。

鈴木　和也　准教授
〇著書

・	鈴木和也、荒平高章『リメディアル教育のための情報リテラシー』八千代出版、

2021 年 4月。

〇講演・発表

・	「発達障害のある学生の対応について」九州情報大学 SD研修会、2021 年 9月。

竹石　洋介　准教授
〇著書

・	PROCEEDINGS OF THE INTERNATIONAL CONFERENCES ON INTERFACES AND 
HUMAN COMPUTER INTERACTION 2021, pp.205-208,　ISBN: 978-989-8704-
31-3，2021.7.( 共著 )

･“EFFECT OF BROWN RICE INTAKE ON OBESE PEOPLE WITH EXERCISE HABITS”, 

The European Society for Clinical Nutrition and Metabolism, Topic: Obesity and 
the metabolic syndrome, p.327, 2021. 9.( 共著 )
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橋爪　善光　准教授
〇論文

・	Y. Hashizume, S. Kaichida, K.Takeda, J. Nishii,“Age-related changes in leg control 

at minimum toe clearance during walking”, ICIC Express Letters Part B: 
Applications, Vol. 12, No. 7, pp.595-601, 2021.

〇招待講演

・	荒平高章、橋爪善光「九州情報大学におけるデータサイエンス教育実践」令和 3

年度第 2 回 数理・DS コンソーシアム九州ブロック会議、2021 年 12 月 10 日。

宮崎　裕士 講師
〇著書

・	『課税所得計算の形成と展開』（第 7 章、第 14 章、付属資料年表担当）、中央経済社、

2022 年 2 月（共著）

〇論文

・	「法人税法上の資産損失の意義―資産の借用概念性に着目して―」『税務会計研究』

32 号、231-238 頁、2021 年 7 月。

・	「インセンティブ報酬の会計と税務（第 8 章税法としての給与―使用人給与・役員

給与―）」『税務会計研究学会特別委員会報告（最終報告）』税務会計研究学会特別

委員会報告書、92-108 頁、2021 年 11 月。

・	「インセンティブ報酬の会計と税務（第 11 章インセンティブ報酬としての業績連

動給与の在り方）」『税務会計研究学会特別委員会報告（最終報告）』税務会計研究

学会特別委員会報告書、153-171 頁、2021 年 11 月。

・	「いわゆる事業保険の支払保険料における損金該当性要件の研究」『生命保険論集』

217 号、219-259 頁、2021 年 12 月。

〇研究報告等

・	「所得税法上におけるあり得べき寄附金の取り扱い―寄附の行為および性質に着目

して―」日本企業経営学会第 19 回全国大会（オンライン）、2021 年 8 月。

・	「法人税法上の益金および損金の認識における一考察―所得の人的帰属と期間帰属

における法律的帰属に着目して―」第 424 回日本税法学会九州地区研究会（オン

ライン）、2021 年 9 月。

・	「所得税法 56 条及び 57 条の今昔」第 8 回租税訴訟学会九州支部研究会、福岡県

弁護士会館、2021 年 11 月。

・	「特別委員会最終報告―インセンティブ報酬の会計と税務―（第 8 章および第 11

章担当）」税務会計研究学会第 33 回全国大会（ハイブリッド）、西南学院大学、

2021 年 11 月。

・	「いわゆる事業保険の支払保険料における損金該当性要件の研究」生命保険文化セ

ンター主催生命保険セミナー大阪、AP 淀屋橋、2022 年 1 月。
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